
水辺空間‐交通・交流の節点 WANG JIAYU （23U1110）

CHEN LANGCONG （23U1132）

LEE HYEONSEOP （21U1301）

参謀本部五千分一東京図測量原図（明治17年）をカシミール３Dで加工
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総武中央ボートライン構想 山田明子（22U1306）

参謀本部五千分一東京図測量原図（明治17年）をカシミール３Dで加工
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総武中央ボートライン構想
＜外堀に沿って走る総武線、中央線の電車に代わる交通の提案＞

～日常、非日常両面で活かされる水辺をめざして～

江戸の町は、各地方から来る大名が屋敷を構え、文化のるつぼであった。今も各地方から人びとが集まる
この都市の原点は江戸時代にあったことを再び掘り起こすため、大名ゆかりの地名を船着場名に取り入れ
たり、船内アナウンスで例えば「次は尾張市ヶ谷～。市谷亀岡八幡宮まえ～。」と繰り返したりすること
により、歴史や地域の名所を視覚的聴覚的に浮かび上がらせる。

１．江戸時代の大名屋敷跡や名跡など
歴史を大切にした船着場名をつける
ー江戸城を中心に広がった町という認
識にたつ水辺の利用（日常）

���観光地としても今も昔も地方や海外
から人が来る町・江戸東京
ー「現代の大名」が楽しめるような名
所や歴史の発掘（非日常）
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浜離宮庭園
徳川の将軍が「お上がり場」を利用して水辺と陸を行き来して
いた。現代にこのような水辺と陸地の往来を身近なものとした
ら水都東京が見えてくるのではないか。

秋葉原駅ホーム
常に混雑し、電車内は満員。どの駅が都市の
どこに位置し、どんな背景を持つか意識する
余裕がない。

背景と現状１
駅、電車などの異常な混雑をさけたい。快適な通勤通学、観光客とのすみわけをめざす。
→ 外堀に通勤通学船を通す。ピークタイム割引などの導入により観光客利用とずらすなどの工夫。

背景と現状２
景観のバランスがいいとは言えない。水辺は活用されていない。
→ 水辺の景観を美しく、そして活用する

パリ セーヌ川を望む
水辺の美しさが充分に活かされた街

法律に合わせるための
最低限の規格でつくら
れた橋の欄干は、良い
景観をもたらしている
とは言えない。パリの
街の川辺と比較すると
まだまだ改善の余地が
ある。

-5市ヶ谷駅前の市ヶ谷橋から外堀を望む
写真：筆者撮影

57



広々としたスペース。
すべてを利用して混雑するのは
避けたいが、ある一部だけでも
人びとが利用できるようにする
ことで都市の歩き方も変わる。

現状１：飯田付近の外堀の風景

活かす余地、可能性は大いにある。
現状では陸から水辺に近づくことは
難しい。
水辺に降りる階段などがあるだけで
も身近になるであろう。

例１：
ロンドン テート美術館周辺の風景
美術館はテムズ川を向いていており、川沿いには遊歩道があり人々が気
軽に散歩している。ヘンリームーアなどの彫刻も並ぶ

例２：テムズ川
ロンドン橋のパフォーマー

現状２：市兵衛河岸

防災船着場として整備されているものの、使われていな
くて汚れたまま

写真：筆者撮影
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総武中央ボートライン 船着場名
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参考： 浮世絵と図会による江戸の橋めぐり（��������現在）
KWWS���ZZZ�PQDJDQR�QHW�HGREULGJH�HDFKEUGJ�V���KWPO

江戸城外郭門の一つであった筋違御門の北側の神田川に架かる橋で、延宝４年������の創架とみられる。
（筋違御門橋）
徳川将軍が上野寛永寺や日光東照宮に参詣する際に通る「御成道」と中山道に通じる道が門内で交差する
ので筋違�すじかい�御門、橋と呼ばれた。

一一
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創建は詳かでないが建久以前、仁安の頃とも伝えられる。当時の神田山（現、駿河台）の山麓（現、
本郷一丁目）武蔵国豊島郡三崎村に鎮守の社として祀られたとされ、その後幾多の変遷の後、明治
三十八年現在地に遷座される。

お祭りの時などには水辺も巻き込んだ行事をすることで地元の人たちも水辺を利用するきっかけに
なる。

参考：東京神社庁 +3 （��������現在）
KWWS���ZZZ�WRN\R�MLQMDFKR�RU�MS�FKL\RGD������
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参考：内神田遠望
日本写真帖
明治��������

国立国会図書館

船着場の場所イメージ
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����年の水戸藩小石川邸と後楽園（国立国会図書館蔵『御上京道記』）
水戸藩の正門は神田川に面し、正門の脇には神田川と庭園を結ぶ水路が流れており、そこに船着き場が設けられて
いた。将軍はここで舟を乗り換えて庭園に舟で入った。水戸藩の上屋敷の「内庭」から「後楽園」へと向かう正式
な入口門である「唐門」は昭和��年（����年）の空襲により焼失したが、復元工事により令和�年（����年）から
一般公開される、本来の作庭意図に沿った観覧が可能となった。
参考：小石川後楽園 +3
KWWSV���ZZZ�WRN\R�SDUN�RU�MS�SDUN�IRUPDW�LQGH[����KWPO
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上州道に通じる江戸城外郭門のひとつ。外濠に面した見附のなかでも、江戸
の遺構がもっともよく残っている。１６３９（寛永１６）年、徳島藩の初代
藩主、蜂須賀忠英らによって築かれた。解体された角石に、普請した忠英を
指す「松平阿波守」の文字が発見されている。

参考：9,6,7�&+,<2'$�+3（��������現在）
KWWSV���YLVLW�FKL\RGD�WRN\R�DSS�VSRW�GHWDLO����
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参考：徳川林政史研究所
KWWSV���ZZZ�WRNXJDZD�DUW�PXVHXP�MS�H[KLELWV�SODQQHG������������KRVD�SRVW���

参考：「見沼通船堀 閘門開閉 実演」

江戸のエレベーター＝閘門で飯田橋の水位差問題を解決する

見沼通船堀のしくみ さいたま市+3
KWWSV���ZZZ�FLW\�VDLWDPD�MS�����������������S�������KW
PO

船内アナウンスは
「次は終点、尾張市ヶ谷～。市谷亀岡八幡宮まえ～。」

尾張徳川家市ヶ谷邸 写真
江戸時代１９世紀（複製）
フェリーチェ・ベアト撮影

江戸城市ヶ谷門西側付近から江戸城外堀越しに市ヶ谷上屋敷を撮影した写真。
市ヶ谷台地に上に壮麗な建物が立ち並ぶ様は安価な土産絵である泥絵（どろえ）にも描かれる
など江戸庶民にとって著名な景観だった。
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かつてここに河岸が
あった歴史の碑を
もっと人びとが目に
する機会を創出
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春は桜を見る名所、名コースになる

船内アナウンスは
「次は尾張市ヶ谷～。市谷亀岡八幡宮まえ
～。」

参考：9,6,7�&+,<2'$�+3
KWWSV���YLVLW�FKL\RGD�WRN\R�DSS�VSRW�GHWDLO����

現在発掘されて出てくる江戸時代の石垣の石
を利用して船着場をつくると趣も増す
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道三堀の復興 張耀芸（22U1304）

蒋睿 （22U1302）

参謀本部五千分一東京図測量原図（明治17年）をカシミール３Dで加工
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川平面図

川立面図

江戸町人地概形

高橋氏江戸城堀の維持管理と存続形態より

苦瀬、原田氏-
隅田川物流施設機能と分布に関する研究より
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皇居外苑濠の位置
及び濠水の系統

江戸時代の日本橋 江戸図屏風・部分一石橋から道三堀みる
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①道幅が広い ②道幅が広い ③(昔)合流・(今)常盤橋

④高架下の店舗

⑤狭い道路

⑥文化財駅舎・駅前広場⑦整然たる道路

⑧和田倉濠の風景

⑨雰囲気よく、オシャレ
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石垣での展望台 旧常盤橋

伸び展望台

船乗り場

売り場と船待ち場

船管理事務所

防災船着き場
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外堀を復活させた数寄屋橋付現在の数寄屋橋付近の俯瞰

作成：皆川典久（江戸東京研究センター客員研究員）

「レジェンド・リノベーション」という悦楽

2017年度に教育研究拠点として設置された江戸東京研究センターは、

2022年度より第２フェーズとして「記憶から創造へー過去を知り、近未

来の道筋を示す」を課題に掲げ研究活動を続けています。マニフェスト

は「持続可能な地球社会の実現に向け、近代のパラダイムを超えた都市

の未来を考えるために、私たちは、新・江戸東京研究に挑戦します」。

東京発掘プロジェクトのひとつのテーマである「レジェンド・リノ

ベーション」は、江戸東京に蓄積され現在にも生きる固有の歴史・文の

発掘と再評価を通じて、持続可能な地球社会を構築するための方法と理

論とを導き出し、その知見を「実践知」として表現することにチャレン

ジしています。

東京の中でも多くの「記憶」が残る千代田区において、主旨に沿って

未来を描くことほど面白いことはありません。さいごに江戸城外堀を再

生させた、あるかもしれない「未来図」を提示しておきます。

左図は現代の地図に、右図（東京図測量原図：明治18年頃）を参照しながら、

外堀（護岸）のあった位置を、赤点線で示している

現在の東京駅八重洲口駅前の風景

外堀を復活させた東京駅八重洲口駅前
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